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あびこ浩子連絡先 

お互いさまと思える茨木に! 

生活者の視点を政治に！ 

毎週火曜日・木曜日ＪＲ茨木駅西口下、水曜日南茨木駅東口、金曜日阪急茨木市駅東口南側でご

挨拶と「週刊通信」を配布させていただいています。お声をかけていただけたら嬉しいです！ 

「あびこ浩子ゆめ・みらい通信」は定例議会報告版と週刊通信版があります。過去のものはHPで

読むことができます。是非ご覧ください。議会報告版を郵送で購読いただける方は電話・FAX・

メールでお知らせ頂けましたら、お送りいたします(無料)。ご連絡お待ちしています。  
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20代・30代対象の大阪府ワクチン接種促進

キャンペーンについて 

 停滞している消費行動を喚起させ、中小事業者等を支援

するため、市内飲食店や小売店舗等で使えるプレミアム付

きの商品券を販売します。 

内容：参加登録した市内の中小事業者（飲食店、小売業

者、理美容店等）の店舗で使用できる 「エール茨木

プレミアム付商品券」を販売  

販売額： 

・引換券所持者に対して、5,000円分の商品券を4,000円

で販売（販売総数：２０万枚） 

・１人２枚まで購入可（６５歳以上：希望者全員、６４

歳以下：応募状況により抽選）  

使用期間：令和４年１月上旬～３月下旬（予定）※対象店

舗については、ＨＰ等で周知  

商品券購入方法 

６５歳以上の方： 希望者は１１月下旬に市から送付される

引換券を販売店に持参し、「エール茨木プレミアム付商

品券」を購入  

６４歳以下の方 ：希望者は、広報誌１１月号に記載の方法

（ネット申込み）により応募 ⇒１１月下旬～１２月上

旬（予定）に市から届く商品券の引換券を販売店に持参

し商品券を購入    

※応募者数が既定枚数を超え

る場合は、市が抽選し当選者

を決定  

※販売店での「エール茨木プ

レミアム付商品券」の購入

は、１２月上旬～２月下旬を

予定。販売店

については、

広報誌１１月

号に掲載   

エールいばらきプレミアム付商品券 

 対象期間内に接種を完了し、SNS（大阪府新型コ

ロナワクチン公式Twitter）による情報拡散にご協力

いただいた府民の中から、抽選で協

賛企業の景品が当たるキャンペーン

を実施します。 

◇大阪府民（在住）の方 

◇令和4年3月31日時点で20歳

～40歳の方（昭和56年4月2

日～平成14年4月1日生まれ） 

◇令和3年11月末までに新型コロナワクチンを2

回接種（予定）の方 

※キャンペーン開始時点ですでに2回接種済みの方

や、応募時

点では未接

種であって

も令和3年11

月末までに2

回接種予定

の方も対象

となりま

す。 

電話・ＦＡＸ  ０７２（６５５）８４６０（留守時

はメッセージをお願いいたします。） 

Email: contact@hiroko-abiko.jp 

茨木市紫明園１０－７４－４０５ 

http://www.hiroko-abiko.jp 
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《議会報告版》 

茨木市議会議員(無所属)  

発行日：２０２１年10月 

編集・発行／あびこ浩子 

 第42号 

あびこ浩子 

ゆめ・みらい通信 

 みなさま、いつもお世話になっております。あびこ浩子です。 

 コロナ禍が始まってからもうすぐ２年を迎えようとしています。この

間、コロナ対策では皆様からたくさんのご意見を頂きました。これまで

コロナ対策の情報を『議会通信』でお伝えしようとしてきましたが、情

報が刻々と変化し、準備している間に、情報の内容は古くなってしま

い、なかなかお届けできませんでした。（朝の駅では『週刊通信』を発

行してきました。それでも月曜日の内容が金曜日には変わっていたこと

が何度もありました）ワクチン接種では、予約を確保するために夜を徹

しての長蛇の列となり、全国ニュースにもなりました。皆様に多大なご

迷惑をおかけしたことを心よりお詫び申し上げます。非日常が今や当た

り前になりつつあります。人と人が出会うこと、集まること、一緒に食

事すること、歌うこと、声を張り上げて応援すること等が禁止される日

が来るとは想像もしていませんでした。全世界で同じ状況ですから、丌

満を言っても仕方ありません。しかし、この状況下で、一番心痛めたの

は、孤立する方々に支援が届かないということでした。自宅療養してい

る一人暮らしの方が亡くなったという報道もありました。家庭内の密室

で、DVや虐待が増えたという報告もありました。高齢者の方が、外出

自粛のため足腰が弱ったり、認知症が進んだり、仕事を失った方が生活

困窮になられたり。様々な困難を支えるため、取り組まねばならないこ

とが本当にたくさんあります。 

  

 

 

2021年9月議会が終わりました。 
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ワクチン接種キャンペーン 

連絡先：（あびこ浩子事務所）茨木市紫明園10-74-405 

Facebook：あびこ浩子｜WEBサイト：http://www.hiroko-abiko.jp    

【あびこ浩子プロフィール】 

玉櫛小・南中卒業／1980大阪府立千里高

校卒業／1984関西大学文学部卒

業／2008大阪市立大学大学院創造都市

研究科共生社会研究分野修士課程修了／

大学時代銭原キャンプ場でカウンセラー

として活動 

1984高槻市立第7中学校教諭／1987茨木

市立三島中学校へ転任1990退職／2000

沢池幼稚園PTA会長／2002穂積小PTA会

長／2006茨木市PTA協議会会

長／2004NPO法人Chacha－House 代

表理事/2006穂積小校区青少年健全育成

運動協議会会長／2006NPO法人子育て

広場全国連絡協議会理事／2011穂積地

区自主防災会会長／2012穂積地区福祉

委員会副委員長 

2008・4茨木市議会議員補欠選挙で初当

選／2009・1選挙2期目当選／2013・１

選挙3期目当選／2017・1選挙4期目当選 

穂積地区在住 

「あびこ浩子市政報告会」は延期いたします。 

市政報告会は皆様と直接お目にかかれる貴重な機会です。しかし、まだ「集ま

る」ことでコロナ感染の心配がぬぐえません。もう少し落ち着きましたらご案

内いたします。 
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2021年9月定例議会報告 
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あびこ浩子 

ゆめ・みらい通信 

明治 26 年、本市における初めての幼稚園として、

茨木村立茨木幼稚園が設立され、その後、昭和 55 年

度までに 21の公立幼稚園が設立されましたが、園児

数 は昭和 53 年度の 2,360 人をピークに平成元年度

には 815 人まで減少しました。平成３年度から６園

を統廃合し、残った 15 園において２年保育を実施し

てきました。その後も園児数の減少に伴い清溪幼稚園

を北辰幼稚園に統廃合し、その北辰幼稚園についても

平成 21 年度から休園になりました。公立幼稚園の就

園者数の減少による余裕教室の活用と本市の保育所待

機児童解消のために、平成 29 年４月から５園を認定こ

ども園化しました。現在は８園（内１園休園）の幼稚

園と５園の認定こども園となって います。  

今回の条例改正によって、2年保育の公立幼稚園は令

和７年度に玉島幼稚園が廃園されてなくなり、3

年保育の幼稚園型認定こども園が８園となりま

す。私の子どもは沢池幼稚園にお世話になりま

した。「２年保育で給食無し、送迎無し、お稽

古無し（今のニーズにはあっていません）」で

したが、心ゆくまで子どもたちと時間を過ごせ

た貴重な思い出です。 

気がかりなのは、要配慮の子どもたちが公立

幼稚園に通っていたことです。支援員の先生が

配置され、近所の子どもたちと一緒に過ごして

きました。それは小学校へと続くインクルーシ

ブ教育の始まりでもあります。公立幼稚園で

は、抽選になって入園できないことはあって

も、面接で子どもを選抜することはありませ

ん。今後はこの教育方針を公立認定こども園で

続けていただき、私立幼稚園でも要配慮の子ど

もたちが安心して通園できる環境整備をと要望

いたしました。 

茨木市立幼稚園再編整備について 

今年度は民生常任委員会副委員長、議会運営委員会・市街地整備対策特別委員会・都市計画審議会の各委員として

活動しています。 

ネット中継・過去の動

画も茨木市HP(茨木市議

会）でご覧いただけま

す。 
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としては４０代以上の方については福祉総合相

談課が対応するという回答でした。しかし、総

合相談課が対応するとしても、アウトリーチ対

応の職員が自宅にお話しを伺いに行くという状

況で、ユースプラザのような「居場所」機能が

ありません。CSWや地域包括支援センターとし

ても、日常的な相談や居場所となる支援先とし

て紹介できる場所がないということで非常に

困っているというお声を聞いています。 

 生きづらさを抱える方への支援は年齢で区切

る「縦割り支援」ではなく、「切れ目ない支

援」ということで地域で見守りができる体制を

創っていく必要を課題提起させていただきまし

た。「重層的支援体制整備」を目指す本市の福

祉行政にとって重要な課題として取り組んで頂

きたいと要望いたしました。 

東地区保健福祉センターについて 

8050問題について 

40.50代の居場所について 

 各小学校区で実施していた民生委員さんを中心とし

た「なんでも相談」を令和２年度で廃止し、身近な相

談窓口として「地区保健福祉センター」を設置するこ

ととなりました。「地区保健福祉センター」は市内５

圏域に１か所ずつ設置するとしています。（総合保健

福祉計画に記載）東、西、南の３か所の保健福祉セン

ター事務所を３つの多世代交流センターの中に設置済

みです。しかし令和３年度は東地区保健福祉センター

のみが稼働しています。これは、モデル的に実施し、

その課題を明確化してから西・南地区へ拡大するとい

う説明を受けていました。 

 東地区保健福祉センターには、所長、市の保

健師３名、地域包括支援センター４人、障害者

相談支援センターが２人、生活支援コーディ

ネーターが１人、社会福祉協議会地区担当が１

人 が常駐、連携先CSW１人となっています。

国の重層的支援体制整備事業は本市の総合保健

福祉計画に掲げる地域福祉の理念と合致してお

り、それを体現するセンターとしてとても期待

しています。ですが当初計画していた「身近な

場所での健診事業」も実施されておらず、ま

た、専門職が多く常駐されている中でどのよう

な支援が展開されているのかが見えてきていま

せん。西・南地区保健福祉センターを開設する

かどうかは東地区の評価を見てから決めるとの

ことですので、適切な評価を要望しました。 

令和２年度決算認定について 

 毎年９月議会は前年度の決算認定が行われます。令

和２年度決算特別委員会が設置されました。私も決算

特別委員会委員として委員会に出させていただきまし

た。 

 令和２年度決算においては、一般会計、特別会計

（財産区特別会計・国民健康保険特別会計・後期高齢

者医療事業特別会計・介護保険事業特別会計）

すべて黒字にて決了いたしました。 

＜一般会計の決算内容＞ 

歳入決算額：１２６９.７億円 

歳出決算額：１２５１.３億円 

形式収支：１８.４億円 

繰越財源：７.３億円 

実質収支：１１.１億円（うち財政調整基

金積立額5.6億円） 

 ひきこもりが長期化し、また高年齢化していくこと

で、その親が高齢になるににつれて深刻な困窮に陥る

可能性が指摘されてきました。コロナ禍の影響があ

り、８０代の親が生活に行き詰るなどして、地域包括

支援センターなど相談支援窓口につながったことか

ら、家庭に居た５０代の引きこもりの子どもの存在が

顕在化したことで、これまで見えづらかった8050問

題が発見されることが増えていると聞いています。 

 ひきこもりの若者支援として茨木市ではユースプラ

ザ事業が展開されています。しかし対象年齢として３

９歳以下となっています。たしかに３０歳代からユー

スプラザに通ってきている方が４０歳代になっても引

き続き利用されることを拒否されてはいません。現状


